
クイックアップエ法の特徴

クイックアップ工法は地球環境に優しいECOな工法でSDGsに貢献します。

®構造計算に依りコンクリートのひび割れやたわみ 等の安全性が確認されています。

®構造計算に甚づいた施エプロセスの初期段階よりコンクリートの強度管理がされています。

®床の構工法で、 一般在来工法・各種中空ボイドスラブ・FSボイドスラブ・スパンクリート合成床板・

アンボンドスラブ・ペコビーム（支保エ代用）等、全てに適用可能で有効です。

®構造体 各部位の急所が、 施工中クイックサポートで3層受けされています。

®一般型枠 支保工は、コンクリート打設後3~4日目で取り外し出来ます。

®取り外された一般型枠・支保工は、 直上階にほぼ100％近くタイムリーに転用出来ます。

®荷揚げ開口、設備縦配管用穴等の仕舞いが早期に行えます。（雨水の遮断が早期に可能）

®仕上げ工事及び設備工事の着手日が、 大幅に早くなります。

®階数に関係なく工期短縮が可能で、特に低層の建物にも有効です。

®管理は、 サブコンの自主検査と、元請担当者による二重の検在を、

工区毎に専用の帳票（チェックリスト）に某づき行い、品質確保を第一優先に行います。

®作業所の立地条件に関する諸問題の多くは、本工法で改善できる可能性があります。

解体前（打設後約2日目） 一般支保エ解体後（打設後約4日目以降） 設備工事
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クイックアップエ法のメリット

・施工段階の初期曲げひび割れやクリープたわみの検討を行い、安全を確めます。

・仕上げ工事 に時間的なゆとり が出来る為に出来栄えが良く、 ダメ工事 が少なくなります。

・躯体工事と仕上げ工事のタイムラグが縮まる為に、 建物の階数に関係なく全体工期が大幅に短縮出来ます。

・型枠の墨だし作業を削減し、各種躯体施工精度の チェックが早期に可能で、修正等後工程の対応が早く、

且つ確実に行えます。

・全体工期の短縮により仮設費、作業所経費が削減出来ます。

• 投入する材料の大幅な削減が出来ます。 下階の型枠暴だしも、そのまま再利用出来ます。

・材料荷揚げ費の削減及び材料の搬出人に伴う運搬費が削減出来ます。

・塑枠資材が少ない上にコンクリート打設後3~4日目で一般型枠・支保工を直J:階にタイムリーに転用が

可能な為、 仮置きの必要が無く、工業化工法並の作業環境が得られます。

・型枠資材の大幅削減とそれに伴う搬出人の削減で地球環境の改善に貢献します。

・仕上げ材先行揚重完r

・アルマサポート、 アルマビームの設置
・床ハーフPC敷設

・コンクリート打設後2日目
・クイックサポート締め上げ

・床ハーフPCのトッピングコンクリート打設
•中1 Bの養生

・コンクリート打設3 BH~4 BH

・アルマサポート取り外し直上階へ転用（コンクリート強度Fnl確認後）

•ltJ:げ材荷解き開始して後工程ヘ






